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●●●●し 抄ぼ虫
新たな歴史資料との出会いを求めて
―企業史料統合データベース購入にあたって―
橋　口　勝　利
1．図書館と経済史研究
　「図書館にある資料だけで研究してはいけません」
　これは私が大学院生時代に師から学んだ言葉です。
　もちろん、この言葉は「図書館にいい資料がない」
ということを指した言葉ではありません。今から17
年前、私は日本経済史研究を志し京都大学大学院経
済学研究科に進学しました。当時、近代日本の綿業
を研究することだけははっきりと決めていました。
しかし、大学時代に調査活動などを本格的に経験し
たことのない私は、研究にどう取り組んでいけばい
いのか、まるでイメージできていない状況でした。
その時に師から早速頂いたのが冒頭の言葉です。
　私は、わけもわからず愛知県の知多半島をひたす
ら歩きました。知多半島は、近代日本において日本
有数の綿織物産地だったからです。
　現地の研究者や郷土史家のご助力を得て、私は、
愛知県常滑市の木綿問屋瀧田家の経営一次史料にめ
ぐり会うという幸運に恵まれました。大学院に入学
して間もない時期にこのような一級資料にめぐり会
えたことは今でも本当に幸運だったと感じています。
（後になってわかりましたが、私が資料にアクセスで
きるように、師がとりなしてくれていたのです）
　そして私は、早速、その経営帳簿『金銭出納帳』
をひたすらパソコンのエクセルに入力し続ける作業
を約1年半続けました。師から叱咤激励を受けた日々
は今でも忘れることができません。
　しかし、この資料の入力が進んでいく中で一つの
不安も浮かんできました。確かに一級の経営一次史
料であったとしても、そこから得られる情報だけで
は、瀧田家の経営活動や綿業界における位置づけが
わかりにくいという問題でした。今から考えれば、
至極当然の問題なのですが、研究者として駆け出し
の私には、そんな簡単な問題にすら気づかなかった
のです。
　そんな折、師から「はい、これ」という一言で受
け取ったのが雄松堂刊行のマイクロフィルム版『営
業報告書集成』の目録でした。この目録を見た時の
驚きは今でも忘れられません。私が研究対象とする
綿業だけでなく、鉄道業、石炭業、銀行業など近代
日本を牽引した産業をほぼすべて網羅していたから
です。中には、私が研究対象とした知多地方におい
て活躍した「中七木綿株式会社」や「北村木綿株式
会社」の姿を見つけることができました。そして瀧
田家を始め、知多の綿業関係者にとって大口の取引
相手であった「服部商店」の営業報告書も収録され
ていたのです。私は慌てて、京都大学の図書館で営
業報告書のマイクロフィルムを探し出し、そのデー
タ入力、分析を通じて、知多産地綿織物業の事例分
析を重ねていったのです。その際には、各企業が知
多地方を舞台に、綿糸の仕入れや綿布の販売で取引
活動していくさまが生き生きとイメージできたこと
を覚えています。営業報告書の分析手法については、
大学院入学当初から、山口和雄編『日本産業金融史
研究』3部作をテキストに、師から徹底的に教えて
いただいていたことが大いに役立ちました。後から
考えれば、図書館にある資料を利用するときのため
に、師はしっかりと私にトレーニングしてくれてい
たのです。
　このマイクロフィルム版『営業報告書集成』は本
学図書館を始め、いつくかの大学図書館で所蔵され
ています。
　もし大学院に入学して、いきなり図書館にあるマ
イクロフィルム資料を教えてもらっていたら、あの
ときほど活用できていたか、今でも自信がありませ
ん。まずは自分の足で資料を探し、分析を進めてか
ら、図書館の資料を利用する。少なくとも当時の私
には、そのように指導すべきと師は考えてくれたの
だと思います。
2．オンラインデータベースの登場
　それから 10 数年。
　関西大学で研究者活動に取り組む際、マイクロフ
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ィルム版『営業報告書集成』は私にとってなくては
ならない資料群となりました。営業報告書は、近代
日本の歩みを知る上で極めて重要な情報を提供して
くれるからです。企業分析を行う際に、重要な分析
事項となるのは、資産や負債の動き、そして借入金
などを含めた資金調達です。もちろん、各期の概況
報告は、その企業の状況だけでなく当時の経済状況
を知る上でも重要な情報源ともなります。加えて、
私にとって興味深いのが役員や株主構成です。例え
ば、今から 100 年前の愛知県の紡績企業の株主構成
をみれば、その地域の有力な資産家やそれを基軸と
するグループ構成がわかります。企業によっては、
東京や大阪の資産家がわざわざ愛知県や三重県の紡
績資本に出資するなど極めて広範囲な活動が展開し
ていたことを教えてくれます。
　近代日本を牽引した大都市の資産家、そして地域
の資産家の活躍に強い魅力を感じた私は、営業報告
書を求めて、本学図書館に止まらず、他大学の図書
館、資料館、場合によっては郷土史家に至るまで各
地を歩きました。今では、一次史料収集と合わせて
研究の醍醐味を味あわせてくれる調査活動となって
います。
　そして、時代は変わりました。
　各地を回らねば得られなかった資料がオンライン
で手に入れられるようになったのです。
　数年前、これだけの資料群がオンラインで検索で
きるというお話を雄松堂書店から伺った時は、「本当
にそんなことが可能になるのか」と信じられなかっ
たことを思い出します。
　このたび関西大学が購入したデータベース「企業
史料統合データベース（Business Archives Online）」
は、その量と範囲において極めて画期的な内容を誇
ります。その内容を簡単に紹介いたします。
（企業史料統合データベース検索画面）
3．オンラインデータベースの内容
　データベースの内容は、営業報告書、目論見書、
有価証券報告書と大きく 3つに分けられます。
　まず、営業報告書は、先述したように、財務諸表
をはじめ営業の概況などが記述され、日本の近現代
における企業の経済活動の実態を知る上で最も基礎
的な資料です。次に目論見書は、企業の事業計画・
見通しについて詳細に記述され、数期にわたる比較
財務諸表が掲載されている画期的な資料です。
　本学図書館ではマイクロフィルム版「営業報告書
集成」の第 1集から第 8集までを積極的に収集し所
蔵資料としてきたものの、いまだ第 9集は収集でき
ていませんでした。加えて、本データベースでしか
参照できない第10集を収録されているなど、これま
でにない充実度がわかります。
　次に有価証券報告書は、東京大学経済学部で所蔵
される資料を底本とし 1961 年から 1985 年までの約
2,400 社の有価証券報告書を参照できます。この有
価証券報告書は昭和24年、投資家保護の立場から提
出と公開が義務付けられた、「営業報告書」の後身と
もいうべき資料で、東京大学経済学部所蔵で、原則
として東証 1部上場企業のものを対象として収録し
ています。この有価証券報告書を駆使することで、
以下の情報を手に入れることができるようになって
います。
　⑴　企業情報：企業の概況（企業の沿革、事業の
内容など）、事業の状況（業績、課題、経営上の重要
な契約、研究開発活動など）、設備の状況（設備投資
など）、提出会社の状況（株式の総数等、新株予約権
等の状況、配当政策、株価の推移など）経理の状況
（連結財務諸表と財務諸表（貸借対照表、損益計算
書、キャッシュフロー計算書など））、株式事務の概
要
　⑵　提出会社の保証会社等の情報：保証会社情
報・保証会社以外の会社の情報・指数等の情報
　⑶　監査報告書：独立監査人（公認会計士または
監査法人）の監査報告書（連結と単体二期分）
　このように広く網羅的な資料を、図書館に行かな
くてもオンライン上で閲覧・利用することができる。
これは大学院生時代には決して考えられないことで
した。マイクロリーダーがなくても、プリントアウ
トしなくても、インターネットに繋がったパソコン
さえあれば、営業報告書を利用できる時代が来たの
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です。資料へのアクセスが飛躍的に便利になった今、
本学の経済史の研究水準は飛躍的に向上することが
期待できます。
4．これからの経済史研究―より一層の創造力を
　これほどの資料群が関西大学図書館で閲覧・利用
できるようになった今、我々経済史研究者だけでな
く、修士論文や卒業論文で経済史研究にチャレンジ
する学生たちにも、ぜひ積極的に活用してほしいと
願います。
　資料がオンラインで閲覧できるようになり、資料
収集の手間は大いに省けました。移動や印刷のコス
トや時間も大いに削減されることでしょう。恐らく
資料のオンライン化の流れは今後も加速度的に進ん
でいくものと思いますし、研究の進展には歓迎すべ
きことです。
　ただし、我々研究者はその利便性を前に今一度、
襟を正す必要があるように感じます。
　もちろん、図書館の中だけで研究すれば良い、と
いうことにはなりません。企業の歩みを克明に記し
たデータや情報を得られるからこそ、そこから新た
な歴史像を創造しなければなりません。そのために
は、やはり現場へと足を運び、地域の息吹や人との
出会いを通じてそのイメージを裏付ける調査活動が
生きてくると思うのです。
　師は今でも私によく言います。
「資料との出会いを大切にしなさい」と。
　自分なりの問題意識をもって、熱意をもって現場
に足を運んでいれば、資料と出会うことができる。
その資料との出会いを大切にしてこそ、いっぱしの
研究者になれる。
　営業報告書史料とオンラインで繋がった今だから
こそ、新たな出会いを求めて現場へと歩き出すこと
が必要ではないでしょうか。そう考えれば、オンラ
イン上で出会う営業報告書は、新たな資料収集への
きっかけを与えてくれる。そんな気がするのです。
 （はしぐち　かつとし　政策創造学部准教授）
